
計測
震度

震度
階級

人の感覚 屋内の状況 屋外の状況

気象庁震度階級と関連する事象の解説（抄）

0.5

0 人は揺れを感じない。

1 屋内にいる人の一部が、
わずかな揺れを感じる。

1.5
2 屋内にいる人の多くが揺

れを感じる。眠っている人
の一部が、目を覚ます。

電灯などのつり下げ物が、
わずかに揺れる。

棚にある食器類が、音をた
てることがある。

4 かなりの恐怖感があり、一
部の人は、身の安全を図
ろうとする。眠っている人
のほとんどが目を覚ます。

つり下げ物は大きく揺れ、
棚にある食器類は音をた
てる。座りの悪い置物が、
倒れることがある。

5弱 多くの人が身の安全を図
ろうとする。一部の人は行
動に支障を感じる。

つり下げ物は激しく揺れ、
棚にある食器類、書棚の
本が落ちることがある。座り
の悪い置物の多くが倒
れ、家具が移動することが
ある。

電線が少し揺れる。

電線が大きく揺れる。歩い
ている人も揺れを感じる。
自動車を運転していて、
揺れに気付く人がいる。

窓ガラスが割れて落ちるこ
とがある。電柱が揺れるの
がわかる。補強されていな
いブロック塀が崩れること
がある。道路に被害が生じ
ることがある。

3 屋内にいる人のほとんど
が、揺れを感じる。恐怖感
を覚える人もいる。

ほとんどの家具が大きく移
動し、飛ぶものもある。

補強されていないブロック
塀の多くが崩れる。据え付
けが不十分な自動販売機
が倒れることがある。多く
の墓石が倒れる。自動車
の運転が困難となり、停止
する車が多い。

かなりの建物で壁のタイル
や窓ガラスが破損、落下
する。

多くの建物で壁のタイルや
窓ガラスが破損、落下す
る。補強されていないブ
ロック塀のほとんどが崩れ
る。
ほとんどの建物で壁のタイ
ルや窓ガラスが破損、落
下する。補強されているブ
ロック塀も破損するものが
ある。

7

非常な恐怖を感じる。多く
の人が行動に支障を感じ
る。

立っていることが困難にな
る。

立っていることができず、
はわないと動くことができ
ない。

揺れにほんろうされ、自分
の意思で行動できない。

6.5

2.5

3.5

4.5

5

5.5

6

5強

6弱

6強

棚にある食器類、書棚の
本の多くが落ちる。テレビ
が台から落ちることがあ
る。タンスなど重い家具が
倒れることがある。変形に
よりドアが開かなくなること
がある。一部の戸が外れ
る。
固定していない重い家具
の多くが移動、転倒する。
開かなくなるドアが多い。

固定していない重い家具
のほとんどが移動、転倒す
る。戸が外れて飛ぶことが
ある。

 

※ 計測震度と震度の関係は、例えば次のとおりである。計測震度 6．0 以上 6．5 未満が震度 6 強。 

また、この表で「人の感覚」「屋内の状況」「屋外の状況」も各欄は例として示したものであり、震度

の判定に用いるものではない。 

 
 


